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山
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に
於
け
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士
道
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的
思
想
の
嚢
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仁
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闘

一、

兼
搶
繧
謔
闌
ｩ
た
る
士
道
論
者
素
行
十

二
、
兵
學
の
修
養
（
圭
こ
し
て
六
歳
よ
り
二
十
一
歳
ま
で
）

三
、
兵
學
の
藪
授
（
主
こ
し
て
三
十
歳
前
後
）

四
．
兵
學
上
の
著
述
（
三
十
五
歳
を
中
3
6
こ
し
て
）

五
、
士
の
道
を
説
く
（
三
十
五
歳
の
武
教
小
面
を
中
心
ε
し
て
）

六
、
大
丈
夫
の
道
を
説
く
（
四
十
二
一
四
歳
頃
の
語
類
を
中
心
こ
し
て
）

七
、
武
士
滋
の
擢
化
（
四
十
五
歳
げ

由
鷹
素
行
に
於
け
ろ
士
蓮
論
的
思
想
の
獲
捲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
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百
二
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八
、
　
調
居
十
年
（
四
十
五
歳
よ
り
五
十
四
歳
・
ま
で
）

九
，
　
晩
年
兵
學
に
か
く
る
（
五
十
四
歳
以
後
）

一
〇
、
結
　
　
語

二

は
し
が
き

　
山
鹿
素
行
に
於
け
る
古
學
的
思
想
の
義
心
に
つ
い
て
は
…
年
前
の
本
誌
に
於
て
そ
の
概
略
、
特

に
實
質
的
方
面
よ
り
も
形
式
的
方
面
を
主
ざ
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。
本
稿
に
於
て
は
同
じ
取
扱

ひ
方
の
下
に
ぞ
の
士
道
論
的
思
想
の
襲
達
を
纏
め
よ
う
ご
思
ふ
。
士
道
こ
い
ふ
の
は
武
士
の
耐

會
を
前
提
こ
し
て
古
方
的
色
彩
を
転
ん
だ
素
行
の
所
謂
聖
學
を
實
行
ず
る
時
に
逸
る
べ
き
論
理

的
必
要
の
登
臨
で
あ
る
。
從
っ
て
兵
亡
者
π
る
素
行
に
あ
っ
て
は
兵
學
と
密
接
不
離
の
關
係
を

有
っ
て
み
る
。
併
し
彼
の
兵
乱
に
は
現
今
陸
軍
の
操
典
．
要
務
倉
の
内
容
に
類
す
る
も
の
ご
共
に
「

羅
迦
、
孔
子
聖
徳
太
子
皆
兵
法
の
達
入
也
」
こ
の
考
が
加
は
つ
て
み
る
。

　
心
安
末
期
か
ら
広
東
二
氏
を
中
心
こ
す
る
主
從
の
間
に
超
つ
た
風
習
を
の
み
武
士
滋
の
本
質

ε
定
義
す
る
な
ら
ば
、
素
行
の
士
道
論
は
必
ず
し
も
武
士
滋
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
　
一
般
に
は
武

士
遣
學
派
の
組
ご
し
て
取
扱
は
れ
て
る
る
が
、
素
行
子
霞
身
は
士
蓮
ε
い
ふ
文
字
を
用
み
て
孔
孟



の
所
謂
士
，
大
丈
夫
を
理
想
ご
し
て
士
の
滋
、
大
丈
夫
の
滋
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
武
の
腰
す
べ
か

ら
ざ
る
を
説
く
に
當
っ
て
も
「
孔
子
日
爲
國
者
足
食
剛
兵
、
愚
謂
交
武
者
左
右
也
，
陰
陽
也
，
不
可
偏
磨
」

（
語
類
懇
三
十
五
）
を
以
て
其
の
出
登
瓢
こ
し
て
み
る
○

図

90i

　
素
行
子
租
先
の
一
班
を
窺
は
ん
に
は
、
素
行
子
畠
筆
・
の
家
譜
を
始
め
、
松
浦
伯
欝
家
士
歳
堂
丈
庫

所
藏
の
山
鹿
家
譜
（
壁
紙
八
枚
の
爲
本
）
、
外
孫
津
輕
耕
滋
軒
の
山
鹿
誌
（
註
）
、
山
鹿
素
行
言
行
鋒
所
載
の

由
鷹
家
系
譜
及
び
山
鹿
古
先
生
歯
追
記
等
に
蝶
る
べ
き
で
あ
る
。
今
、
山
鹿
誌
の
記
事
を
見
れ
ば
、

　
鼻
組
藤
原
某
絆
鷲
漱
剃
臓
藤
奉
盲
暦
武
甲
子
孫
往
筑
前
山
鹿
故
篠
山
蟻
掛
氏
壽
永
二
蝶
類
年
李
氏

　
供
奉
於
安
徳
天
皇
毒
筆
國
山
鹿
秀
蓮
娯
藤
帥
兵
騎
三
千
奉
迎
之
天
皇
幸
選
出
鹿
城
塞
氏
又
供

　
奉
於
天
皇
赴
四
國
、
交
治
元
配
賦
源
義
経
襲
之
李
氏
逃
長
門
國
義
経
帥
図
師
伐
青
墨
時
事
遽
承

　
大
壷
軍
之
命
諸
将
皆
属
之
秀
遠
帥
兵
船
五
百
蝕
艘
大
戦
干
檀
溝
源
氏
察
大
船
者
可
融
氏
之
磨

　
下
急
伐
之
李
氏
腰
弱
先
帝
入
水
而
崩
尖
秀
遠
不
得
已
逃
去
趣
勢
州
鋤
瓶
齪
鰍
滋

ビ
あ
る
◎

　
而
し
て
良
筆
の
家
譜
に
よ
れ
ば
、
「
秀
遠
よ
り
貞
實
（
千
助
〉
に
迫
ぶ
ま
で
代
々
の
系
譜
焼
失
し
て
分

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
ろ
士
道
論
的
思
想
の
嚢
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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哲
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研
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百
二
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四

明
な
ら
す
」
こ
の
事
で
あ
る
が
、
貞
實
以
後
三
代
素
行
の
父
に
至
る
ま
で
の
武
功
を
右
の
家
譜
に
援

っ
て
路
記
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
Q

　
貞
實
千
助
某
睡
μ
；
貞
以
市
右
衛
門
素
行
子
・

貞
心
、
ー
ー
－
天
文
手
一
年
十
有
五
歳
に
し
て
父
の
讐
を
報
じ
人
皆
其
の
再
者
た
る
を
干
す
。
其
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ユ
キ

　
幾
年
に
及
ん
で
瀧
川
一
帯
左
近
跨
監
ご
刎
頸
の
交
を
爲
す
。
　
【
盆
嘗
て
貞
實
に
慧
っ
て
御
行
某

　
を
殺
す
。
一
盤
遠
砲
を
以
て
之
を
偵
ふ
。
貞
實
経
ち
に
短
兵
を
交
へ
て
之
を
斬
う
其
の
首
を
獲
、

　
一
盆
大
に
喜
び
其
の
勇
を
繕
歎
す
。
鈴
木
某
（
宇
右
衛
門
）
嘗
て
貞
實
に
愚
で
豊
崎
某
（
内
膳
正
勢

　
州
豊
島
城
主
）
を
殺
す
。
瀧
川
鈴
木
人
皆
武
を
以
て
之
を
推
理
す
。
而
し
て
二
氏
貞
實
に
依
頼

　
す
る
の
故
に
撰
陽
最
も
貞
實
が
其
の
倫
に
男
狂
な
る
を
知
る
○
其
の
名
を
聞
け
ば
弦
児
も
亦

　
泣
き
を
止
む
Q

某
－
！
關
一
政
に
仕
ふ
。
慶
長
四
年
木
曾
淺
梯
の
修
繕
を
曝
し
暴
水
の
爲
め
に
没
す
。

サ
ダ
モ
チ

貞
以
－
一
－
父
妓
す
る
油
石
有
五
歳
、
關
一
政
父
の
緑
を
興
ふ
。
　
伯
州
に
至
っ
て
同
輩
を
撃
殺
し

　
奥
の
閣
筆
に
走
り
町
野
幸
勿
に
依
る
。
（
右
近
蒲
生
秀
行
の
老
臣
に
し
て
後
の
租
心
尼
の
夫
、
尼

　
は
後
年
三
代
將
軍
家
光
に
寵
遇
せ
ら
れ
素
行
子
を
家
光
に
推
薦
せ
ん
ε
霊
力
し
た
入
で
あ
る
。

　
殆
ざ
戒
卜
せ
ん
と
し
た
頃
突
如
ご
し
て
国
軍
の
麗
去
に
遭
遇
し
た
。
㌧
幸
勿
將
に
貞
蹴
を
し
て



　
秀
行
に
仕
へ
し
め
ん
ご
す
、
間
も
な
く
秀
行
逝
去
し
、
忠
卿
下
野
守
）
嗣
で
立
つ
。
幸
勿
猫
橡
し
て

　
果
さ
す
。
隆
春
尤
も
深
し
、
幸
甚
卒
し
て
幸
和
（
長
門
守
幸
伍
の
嫡
子
）
懇
遇
し
て
事
々
之
を
諮
問

　
す
云
々
。

　
後
年
素
行
子
が
父
六
右
衛
門
帥
ち
修
盲
爆
貞
以
の
墓
誌
を
勒
す
る
に
「
一
生
謹
厚
而
不
食
言
勤

歯
舌
憲
兵
講
子
孫
不
忠
能
接
賓
客
能
憧
孤
濁
神
癒
更
不
違
季
生
之
威
儀
」
と
記
せ
る
を
見
て
も
そ

の
凡
庸
に
あ
ら
ざ
り
し
を
知
る
べ
く
、
素
行
子
の
大
才
は
確
に
租
先
の
血
に
茄
こ
、
賢
父
母
の
庭
に

培
は
れ
て
逸
早
く
獲
揮
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
特
に
武
人
の
血
を
承
け
て
武
士
に
養

は
れ
武
家
全
盛
の
天
下
に
武
學
を
以
て
身
を
立
て
た
の
は
素
行
子
の
學
説
を
し
て
士
道
論
的
色

彩
を
濃
厚
な
ら
し
む
る
最
初
の
階
段
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　
謡
　
素
行
子
残
後
二
十
四
年
五
ケ
月
の
著
。

：：：
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山
鹿
誌
第
五
頁
に
よ
れ
ば
、
「
良
六
歳
史
書
、
不
絡
豪
農
諸
三
略
」
ご
あ
り
、
同
書
の
有
力
な
る
原
糠

こ
な
っ
た
、
素
行
五
十
三
歳
の
著
配
所
残
筆
に
よ
れ
ば
、
「
墨
入
歳
の
主
潮
に
四
書
五
経
七
書
詩
文

の
書
大
方
よ
み
畳
候
」
ご
あ
り
、
又
「
我
等
幼
溺
よ
り
武
藝
軍
法
稽
古
髪
癖
候
」
ご
あ
っ
て
既
．
に
十
五
歳

　
　
　
　
肉
鹿
素
行
に
於
け
る
士
甦
論
的
思
想
の
獲
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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誓
羅
甲
研
究
　
第
胃
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

の
時
に
尾
畑
勘
兵
衛
、
北
條
安
房
守
（
其
の
頃
は
新
藏
V
に
逢
っ
て
兵
學
を
稽
古
し
随
分
修
、
行
し
だ
も

の
ε
見
え
る
。
但
し
日
記
寛
永
七
癖
午
年
九
歳
の
條
に
は
「
此
疇
既
讃
四
書
五
経
及
山
谷
等
書
ビ

の
み
あ
っ
て
逸
書
の
名
は
見
え
す
、
晦
も
そ
の
前
年
に
は
日
記
は
無
い
。
又
寛
永
十
三
年
十
五
歳

の
條
に
も
兵
書
に
開
し
て
は
何
も
見
え
て
居
な
い
」

　
か
く
て
「
昔
歳
よ
り
内
に
て
門
弟
中
に
は
我
等
大
方
上
座
仕
候
て
、
則
北
條
婁
房
守
殿
筆
者
に
て
、

尾
畑
勘
兵
衛
殿
印
免
之
朕
給
之
候
」
ご
い
ふ
成
績
を
示
し
．
更
に
「
於
玄
海
威
職
能
勤
、
於
武
而
歎
其
能

修
、
報
命
幽
憤
者
必
有
．
武
備
、
右
人
云
、
召
文
云
」
（
註
）
ご
い
ふ
「
勘
兵
衛
境
面
に
御
好
偏
み
の
欝
讃
の
僻
を

愈
愈
こ
せ
・
る
、
「
門
弟
中
一
入
も
無
之
候
印
可
の
醜
状
ご
串
」
す
を
二
十
一
歳
の
時
授
け
ら
る
～
に

至
っ
た
。

　
註
記
斐
永
＋
九
壬
午
矢
二
士
歳
）
の
警
「
今
年
九
月
小
幡
叢
勘
兵
衛
賜
予
兵
法
之
印
可
」
“
と
て
そ
の
委
鶉
げ
て
る
る
が
有
引
用

　
　
し
索
個
班
に
於
て
も
概
班
残
筆
の
分
よ
り
に
長
い
O

　
兵
法
文
無
録
（
謎
一
）
の
見
返
し
に
「
滋
統
、
北
條
安
房
守
自
筆
に
有
之
、
高
基
所
持
」
ご
題
し
て
次
の
略

系
を
載
せ
て
み
る
が
、
山
鹿
派
兵
學
の
簿
統
を
見
・
る
べ
き
有
力
な
る
吏
料
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
蓮
江
矢
島
ニ
テ
授
之
　
　
　
甲
殉
騨
山
エ
テ
授
之
　
　
　
　
青
苧
州
佐
和
山
ニ
テ
授
之

　
鈴
木
日
向
守
！
山
本
勘
助
－
廣
瀬
郷
左
衛
門
一
1
尾
畑
勘
兵
十
二
ー
北
條
安
房
守
；
一

　
山
鹿
甚
五
左
衛
門
一
－
息
藤
助
高
僧
　
　
　
以
　
上
。
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武
事
提
要
（
三
二
）
に
は
「
流
儀
之
傳
來
」
ご
題
し
て
、
「
鈴
木
日
向
重
辰
、
山
本
勘
介
晴
幸
、
早
川
彌
三
左

衛
門
幸
豊
、
尾
畑
勘
兵
衛
景
憲
、
北
條
安
房
五
聖
長
、
山
鹿
甚
五
左
衛
門
高
欄
」
を
凋
畢
し
「
如
レ
此
段
々
傳
二

受
之
一
來
也
」
ご
い
っ
て
強
意
に
代
ふ
る
に
早
川
を
以
て
し
て
み
る
。

　
註
　
　
一
、
松
浦
家
所
藏
、
水
戸
の
稻
葉
源
太
夫
書
窮
本
、
源
太
夫
ば
素
行
の
嫡
出
子
高
卒
の
門
人
。

　
　
二
、
素
行
の
長
女
の
婿
、
津
軽
將
監
商
恒
が
、
賓
永
穴
年
築
錐
ぜ
る
も
の
、
一
巻
、

　
然
ら
ば
是
等
の
傳
二
者
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
。
思
ふ
に
後
年
（
三
十
五
歳
）
の
著
書
た

る
武
激
全
書
の
掬
序
に
見
え
た
ヴ
Q

　
山
本
道
二
者
中
興
言
霊
干
兵
之
士
也
尾
畑
景
単
二
藏
傳
末
書
及
緊
要
本
且
述
三
品
等
之
書
北

　
條
民
長
亦
傳
此
而
藩
雌
雄
鑑
及
用
法
兵
二
道
於
子
弦
庶
乎
其
不
差
乎
尖

ご
あ
る
は
最
も
要
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
鈴
木
重
辰
は
武
事
提
要
に
「
今
川
義
元
の
家
臣
、
三
州

寺
部
之
域
主
・
也
」
ざ
あ
る
外
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
Q
　
山
本
勘
～
助
は
三
河
國
入
名
郡
加
茂
村
に
生
れ
、

同
二
言
飯
郡
牛
久
保
町
に
住
み
、
今
も
生
地
に
子
孫
を
傅
へ
、
住
地
に
墓
石
を
残
し
て
み
る
入
で
素

行
子
は
徹
頭
徹
尾
英
雄
ご
し
て
之
を
考
へ
て
る
た
も
の
こ
思
は
れ
る
。
山
鹿
流
の
兵
學
者
吉
田

松
陰
の
如
き
も
「
恐
多
く
も
洞
春
公
は
鰻
島
に
て
は
窃
に
山
本
勘
助
に
會
面
し
給
ひ
：
…
・
・
等
の
傳

説
を
承
及
べ
b
」
（
註
一
）
こ
い
っ
て
を
り
、
同
じ
く
松
陰
が
嘉
永
三
年
庚
戌
年
九
月
二
十
二
日
李
戸
の

　
　
　
　
由
　
鹿
素
行
に
於
け
る
士
道
論
的
思
想
の
憂
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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山
鹿
嚴
泉
に
入
門
す
る
に
際
し
て
提
出
し
た
蓮
請
文
前
書
之
事
の
第
一
條
に
も

　
｛
、
山
本
鱗
介
拝
具
學
並
城
築
縄
張
唄
切
御
相
傳
之
趣
、
他
見
他
言
仕
間
敷
候
事

ご
見
え
て
み
る
。
（
註
5
武
事
提
要
に
は
輝
々
精
し
く

　
晴
幸
入
道
し
て
號
宰
取
、
其
先
三
州
牛
窪
に
露
な
う
，
又
は
山
本
土
佐
ご
覆
し
て
二
千
貫
を
領
す

　
ご
、
古
老
傳
レ
之
也
、
重
辰
よ
り
童
舞
傳
塗
し
て
専
ら
激
を
立
る
な
り
、
自
壊
勘
介
早
世
に
流
布
す
。

　
其
名
駿
二
三
に
勃
興
し
て
後
甲
案
の
武
田
信
玄
に
被
召
出
之
，
天
文
十
二
癸
卯
正
月
也
初
百
貫

　
の
約
束
に
て
、
目
見
の
日
一
倍
の
立
身
、
二
百
貫
被
下
之
．
其
後
足
輕
五
十
入
電
之
爲
弓
矢
の
師
範
、

　
段
々
加
増
有
之
．
戸
石
合
戦
以
後
天
文
十
五
丙
午
七
月
廿
一
転
入
百
貫
被
下
之
，
又
足
輕
を
被
指

　
加
、
都
合
七
十
五
人
預
之
於
武
田
家
號
五
入
無
足
輕
大
憲
、

ご
あ
る
。

　
而
し
て
同
書
の
「
武
敷
面
問
答
」
に
は
、
「
他
流
は
山
本
勘
嫡
流
ご
可
欝
也
．
俗
に
甲
州
流
こ
い
、
武

田
流
ご
云
は
あ
や
ま
り
か
、
叉
別
な
る
や
」
こ
の
或
問
に
愉
し
て
、

　
南
流
は
勘
介
流
也
信
玄
へ
傳
長
い
た
さ
し
む
る
を
信
玄
其
敏
を
面
こ
し
愚
慮
あ
り
し
ゅ
へ
、
信

　
玄
の
名
高
き
を
以
て
、
武
田
流
ご
世
に
ご
な
ゆ
る
也
、
其
國
は
甲
州
な
る
ゆ
へ
甲
州
流
ご
も
云
也
、

　
本
甲
州
に
其
激
あ
る
に
は
あ
ら
す
、
信
玄
よ
り
敷
串
た
る
に
あ
ら
す
、
勘
介
よ
り
出
た
る
敷
な
れ

」
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ば
外
の
名
言
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
也
。

ご
答
へ
て
る
る
。

　
果
し
て
然
り
こ
す
れ
ば
勘
古
流
の
兵
學
を
基
礎
ご
し
て
登
生
し
來
つ
た
素
行
派
の
士
滋
論
は

其
の
源
を
三
河
特
に
東
部
三
河
に
序
す
る
ご
い
は
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
大
久
保
彦
左
衛

門
が
晩
年
の
名
著
三
河
物
語
に
現
は
れ
た
る
忠
誠
天
人
を
貫
通
す
べ
き
三
河
武
士
濫
が
徳
川
氏

を
中
心
こ
し
て
西
部
三
河
に
興
隆
し
つ
、
あ
っ
た
間
に
東
部
三
河
の
相
隣
接
す
る
寒
村
よ
り
起

っ
て
一
は
肺
野
の
名
主
信
玄
の
軍
師
こ
な
っ
て
後
琶
武
甲
撹
學
派
の
租
を
剋
た
し
め
、
一
は
長
篠

誤
載
の
勇
士
鳥
居
理
右
衛
門
こ
な
っ
て
甲
陽
の
武
士
を
震
憾
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
別

に
著
し
い
異
説
を
な
す
者
も
あ
る
。
例
へ
ば
國
史
讃
本
の
著
者
の
如
き
は
、
其
の
憲
中
質
〇
九
頁

に
述
べ
て
日
ふ
○

世
俗
に
は
甲
陽
軍
事
は
高
坂
暉
正
の
撰
ご
云
へ
ざ
も
實
は
山
本
勘
介
禰
盤
纏
距
驕
鎌
羅
饗

　
み
の
子
關
山
派
の
信
某
、
講
書
を
創
め
、
尾
畑
葡
兵
衛
の
墨
客
等
之
を
雑
成
し
甲
越
の
軍
を
叙
す

　
る
に
假
り
て
軍
法
を
寓
せ
し
も
の
な
れ
ば
云
々
。

ε
。
そ
の
何
れ
を
正
し
ご
す
べ
き
か
は
こ
れ
を
後
日
の
考
謹
に
譲
る
。
小
幡
勘
兵
衛
は
、
兵
法
傳

統
録
に
依
れ
ば
、

　
　
　
　
肉
鹿
素
行
に
於
け
ろ
士
遺
論
的
思
想
の
獲
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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扁
○

　
昌
盛
の
次
男
、
兄
昌
忠
亜
ハ
に
家
康
に
仕
へ
、
御
旗
奉
行
ざ
な
る
。
慶
長
四
年
昌
忠
病
死
す
、
行
年
三

　
十
六
、
景
憲
次
で
秀
忠
、
家
光
に
歴
仕
す
。
。

　
一
書
に
曰
く
、
甲
州
没
落
の
時
十
一
歳
、
後
に
甲
陽
軍
鑑
末
書
結
黒
本
龍
之
野
並
之
懇
豹
之
懇
を

　
著
し
世
に
傳
ふ
、
後
世
小
幡
流
ご
霧
す
。

ご
あ
る
が
更
に
詳
細
は
景
憲
記
一
二
（
虚
勢
）
に
薫
る
べ
き
で
あ
る
。

北
條
氏
長
に
つ
い
て
は
丘
ハ
法
傳
統
録
に

　
初
め
新
桑
ざ
欝
し
大
目
附
を
勤
む
。
　
雌
鑑
門
鑑
及
び
用
法
の
書
を
著
し
、
家
光
公
に
師
範
た
b
、

　
世
に
北
條
流
ご
繕
す
、
天
草
陣
の
時
命
を
蒙
て
出
陣
す
。

ビ
見
え
て
み
る
○
其
の
他
素
行
子
の
諸
著
及
び
鍋
島
藩
の
葉
隠
に
少
か
ら
ず
現
は
れ
て
を
り
、
所

謂
北
條
流
の
租
で
あ
る
が
、
才
徳
を
以
て
素
行
子
に
比
す
れ
ば
及
ば
な
い
こ
こ
ろ
が
あ
っ
だ
ご
見

え
て
山
鹿
誌
に
は
「
北
條
氏
者
遙
先
先
生
誹
議
魁
出
　
尾
畑
氏
之
門
以
才
徳
封
先
生
則
猶
階
而
不
可

升
是
故
到
如
此
之
大
義
　
（
謎
四
）
必
爾
謀
事
於
先
生
煽
ご
詐
し
て
み
る
。

　
註
　
［
、
松
陰
逡
著
、
第
五
、
画
願
附
録
四
七
頁
。

　
　
二
、
貞
享
元
甲
子
入
月
二
十
三
日
淺
野
内
匠
学
長
量
定
淺
野
大
雪
長
好
題
が
素
行
及
び
息
藤
助
｛
入
門
す
る
蒔
の
誓
書
前
書
之
事
に
に
「
一
山
本

　
　
　
勘
勤
之
兵
法
井
妓
築
一
切
之
武
功
他
見
他
言
智
見
鋪
纂
」
定
見
え
て
み
る
。

　
　
三
、
大
阪
府
重
書
館
の
藏
本
に
に
「
寛
丈
十
九
壬
午
年
九
月
」
定
翻
し
、
更
に
「
安
永
三
甲
午
年
六
月
二
十
六
日
、
片
岡
長
侯
爲
之
」
亡
あ
る
）

　
　
四
、
家
光
の
台
命
に
よ
つ
て
木
飼
た
作
る
こ
亡
為
指
す
。
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三

　
か
く
銀
へ
上
げ
た
兵
學
を
以
て
や
が
τ
諸
侯
諸
士
に
敢
漉
す
る
こ
ご
、
な
っ
た
。
山
鹿
語
類

の
序
に
或
は

　
中
以
兵
書
鳴
子
世
…
…
先
生
之
名
園
充
干
世
間
紀
全
町
君
亜
相
卿
及
軍
事
林
、
餐
以
秩
線
招
之
、

　
前
越
州
牧
畝
羅
二
者
抜
群
之
人
傑
也
。
遇
先
生
毎
談
論
、
前
席
卒
爲
師
資
之
禮
、
或
往
激
或
來
學
馬
其
禮
．

　
容
尤
重
奥
。

ご
「
、
・
ひ
、
或
は

　
刃
羅
文
干
武
、
遊
先
生
之
…
門
刻
侯
諸
士
梢
盛
也
、
才
華
三
十
一
歳
『
而
執
費
仕
淺
野
掌
骨
長
主
以
先

　
生
爲
不
召
之
臣
、
恩
遇
甚
渥
、
常
設
席
講
脅
討
論
。

こ
い
ふ
も
の
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。

當
時
の
兵
學
敷
授
に
鯛
す
る
史
料
を
彼
の
日
記
に
求
む
れ
ば

　
正
保
四
丁
亥
年
（
二
十
六
歳
）
五
月
至
久
世
贋
之
大
和
守
亭
、
今
月
松
李
定
綱
越
中
守
招
勝
事
兵
法
。

　
慶
安
三
年
三
十
九
歳
）
八
月
晦
日
至
淺
野
長
直
内
匠
頭
亭
、
因
州
長
治
來
會
、
長
尊
長
澄
受
認
欲
學
兵

　
法
爲
誓
書
。

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
ろ
士
道
論
的
思
想
の
渡
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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一

　
慶
安
四
年
（
三
十
歳
）
十
叫
月
十
四
日
、
尾
畑
青
蝿
勘
兵
衛
尉
十
村
、
問
太
宗
問
樹
墨
庸
將
不
知
節
之
語

　
云
，
紳
君
唯
知
節
而
己
。

　
承
鷹
…
元
年
（
三
十
一
歳
）
二
月
二
十
七
日
置
輿
大
星
目
録
於
天
野
某
天
野
六
右
衛
門
嫡
子
甚
左
衛
門
三
月
十
五

　
日
到
岩
城
氏
講
孫
武
子
、
極
月
入
日
午
刻
至
淺
野
昌
昌
主
爲
君
臣
之
禮
云
々
。

　
同
二
年
（
三
十
二
歳
）
十
月
十
五
H
，
太
守
縄
張
二
野
虎
口
招
僕
早
寒
．
太
守
工
臨
．
其
他
群
臣
列
供
…

　
…
・
僕
取
間
縄
改
直
之
。

な
ご
、
見
え
て
み
る
。
兵
営
澱
授
は
生
涯
の
事
で
あ
b
、
殊
に
晩
年
は
兵
に
か
く
れ
た
ビ
さ
へ
い

は
れ
て
み
る
。

　
兎
に
角
當
時
如
何
に
盛
て
あ
っ
た
か
は
後
の
も
の
（
正
徳
甲
午
秋
八
凹
版
、
篇
城
乙
甲
如
序
）
で
は

あ
る
が
、
武
藝
小
感
懇
之
一
、
兵
法
の
部
山
鹿
甚
五
左
衛
門
義
矩
の
條
に
「
自
立
不
有
從
遊
如
此
之

多
者
」
ご
あ
る
の
で
も
察
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
又
慶
安
四
年
（
三
十
歳
林
鐘
（
帥
ち
六
月
）
中
旬
束

書
意
の
所
望
に
依
っ
て
染
筆
し
た
こ
い
ふ
式
目
家
訓
は
松
浦
伯
爵
著
素
行
子
山
鹿
甚
五
左
衛
門

　
（
℃
．
。
。
凶
G
。
i
Q
。
幽
患
に
そ
の
全
文
が
掲
げ
ら
れ
て
居
る
が
、
素
行
子
士
道
論
の
系
統
の
上
か
ら
見
て
面

白
い
も
の
で
は
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。
そ
の
書
き
方
に
特
色
が
あ
っ
て
一
箇
條
の
敷
訓
毎
に
必

ず
一
箇
乃
至
二
箇
の
古
語
を
掲
げ
て
み
る
。
後
年
の
快
著
π
る
山
鹿
語
二
巴
の
「
士
道
」
に
於
て
も
．



一
文
の
中
に
大
抵
は
数
條
の
古
語
を
含
ん
で
み
る
。
そ
し
て
か
、
る
書
き
方
は
信
玄
家
法
に
も

現
は
れ
て
る
る
。
立
命
の
兵
法
を
綴
承
し
登
展
さ
せ
泥
素
行
が
そ
の
武
士
訓
に
於
て
も
同
じ
く

甲
陽
の
流
を
汲
ん
だ
こ
ご
は
當
然
で
あ
ら
う
が
、
兵
法
の
系
統
が
、
そ
の
儘
武
士
訓
の
．
系
統
を
も
示

す
こ
ご
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
澱
。

圏

911

　
修
業
よ
り
敷
授
ざ
な
り
、
敢
授
よ
り
更
に
著
述
こ
な
っ
た
。
寛
文
十
三
年
素
行
子
五
ナ
三
歳
の

著
書
た
る
孫
子
語
諺
の
自
序
に
曰
く

　
予
十
入
九
歳
編
孫
子
諺
解
，
其
言
養
鯉
謹
、
宏
愚
察
所
継
統
、
未
満
吾
志
、
歴
十
余
年
、
而
丙
申
秋
、
多
述

　
作
兵
書
之
次
、
爲
孫
子
竪
襟
略
々
歴
象
其
大
較
、
璽
丁
酉
災
諺
解
頓
句
護
爲
烏
有
、
無
副
本
、
唯
存
始

　
麗
句
護
一
篇
、
今
歳
春
．
繕
孫
子
、
草
蕪
蒸
一
篇
之
ロ
義
，
神
言
在
側
、
忽
撃
壌
．
且
講
絡
篇
、
故
塁
縫
累
日

　
而
既
成
之
、
云
々
。

ご
o
丁
丁
は
明
暦
二
年
に
し
て
素
行
子
三
十
五
歳
の
時
で
あ
り
、
義
言
は
道
を
奪
ぶ
こ
と
篤
く
、
僅

に
十
歳
に
し
て
師
に
從
っ
て
共
に
講
潔
し
た
る
愛
弟
子
磯
谷
十
介
礒
信
の
事
で
あ
る
。

山
鹿
語
類
の
門
入
の
序
に
も

　
　
　
　
山
鹿
素
行
広
於
け
る
士
遺
論
的
思
想
の
獲
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
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四

　
壬
午
年
二
十
一
歳
工
兵
法
雄
備
集
五
十
憲
、
杏
庵
正
意
爲
序
冠
．
－
…
…
此
間
有
病
訴
要
録
、
兵
法
或

　
並
等
之
書
、
・
…
…
無
品
手
鏡
要
録
及
武
激
本
論
成
、
兵
法
始
絡
全
故
武
鍛
小
學
並
全
書
行
子
世
、
丁

　
酉
江
都
大
災
先
生
卜
居
於
高
田
山
下
、
暇
日
三
等
録
成
突

ε
見
え
て
み
る
。
日
記
明
暦
二
丙
申
年
三
月
の
條
に
て
「
声
望
要
録
成
」
ご
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
右
門

入
の
序
に
『
丙
串
の
年
の
條
に
あ
げ
す
し
て
、
此
面
有
春
要
点
云
々
ご
あ
る
の
は
、
門
人
の
誤
で
あ
ら

う
。
さ
も
あ
れ
。
後
世
永
く
兵
馬
の
経
典
ご
せ
ら
れ
た
武
激
小
學
並
に
武
敷
全
書
も
か
く
の
・
如
く

し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
無
論
要
録
　
、
日
記
明
暦
二
年
三
月
の
條
に
は
武
数
要
鎌
ご
共
に
治
必
要
銀
、
修
敏
要
鎌
の
二
大

名
著
が
完
成
さ
れ
て
み
る
。
総
量
秋
入
月
附
の
武
激
要
録
序
文
に
よ
れ
ば
、
「
両
面
兵
本
及
兵
法
絡

玉
壷
載
」
る
も
の
で
、
古
今
兵
法
無
慮
数
十
百
家
、
誰
々
奪
ん
で
経
ご
爲
す
所
の
も
の
は
所
謂
七
書
で

あ
る
け
れ
ざ
も
、
「
帯
臨
時
丘
ハ
家
者
流
之
士
，
皆
H
…
以
俗
庫
ず
十
一
臆
説
、
｛
梨
武
経
、
…
以
柵
惟
詐
、
或
假
名
，
或
愚
直
田
、
殆
或
心

肯
血
中
貝
。
諏
…
樺
日
誌
点
矢
」
冠
い
ふ
右
婦
…
標
で
あ
る
o
h
然
る
に
青
照
行
ル
兀
生
丘
ハ
謎
語
設
じ
は
、
「
近
心
〃
目
用
之
や
畢
、
遠
論

戦
法
之
謀
」
じ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，
後
世
兵
を
學
ぶ
の
徒
が
、
「
経
文
緯
武
而
潜
心
・
於
虚
無
戒
遺

書
者
、
爲
帝
王
之
師
乎
」
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
樂
霊
堂
文
庫
に
は
今
爾
武
豊
要
録
素
行
子
唐
点
本
三

憲
を
志
し
て
み
る
が
（
註
）
窓
頭
先
づ
右
の
如
き
序
文
を
載
せ
、
素
行
子
の
溺
號
の
一
と
も
見
る
べ



き
江
陰
無
名
子
の
名
を
署
し
て
み
る
。
彼
が
自
ら
素
行
先
生
ご
し
て
第
三
人
命
を
用
み
た
の
は
無

名
子
を
名
乗
っ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
そ
の
別
號
も
亦
右
の
如
き
先
輩
に
算
す
る
罵
倒
に
加
ふ

る
に
「
爲
帝
王
之
師
乎
」
ご
豪
語
し
π
に
揮
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
ご
想
像
さ
れ
る
。
而
し
て
右
の
序

文
に
は
丙
早
秋
首
星
ご
見
え
て
み
る
か
ら
約
古
年
後
に
書
か
れ
π
も
の
こ
見
え
る
。

　
註
素
行
子
の
丈
庫
惟
揚
康
書
籍
目
窪
の
蹟
文
に
よ
れ
ば
そ
の
直
系
の
山
鹿
商
口
氏
が
明
治
三
＋
二
年
九
月
松
浦
家
の
樂
雲
量
丈
庫
に
預
け
六
も
の

　
　
で
あ
ろ
。
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武
敏
本
論
、
　
本
書
の
自
叙
に
於
て
も
，
「
古
今
談
二
百
墨
家
壷
ハ
書
其
僻
、
或
渉
博
文
、
或
過
省
略
、
専

論
圖
載
、
詐
術
而
去
憩
武
耳
遠
を
先
輩
を
罵
倒
し
、
武
舞
の
忽
せ
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
論
じ
て
は
「
本

朝
國
家
之
治
李
、
近
臣
武
門
、
其
爲
武
並
兼
文
激
、
故
武
自
有
一
家
之
説
、
憶
武
之
爲
激
可
忽
乎
」
こ
い
ひ
、

更
に
武
激
の
本
を
説
い
て
「
夫
武
者
勇
之
慮
因
、
人
未
嘗
無
勇
、
不
等
厳
而
學
、
鋼
干
十
干
飢
其
害
是
多

干
尊
母
・
學
、
不
論
本
、
語
勢
而
無
レ
功
」
ご
述
べ
、
本
文
を
上
中
下
三
菱
に
別
っ
て
左
記
の
如
き
目
を
立
て

、
み
る
。

　
上
、
　
大
原
（
人
原
、
滋
原
、
事
原
）

　
中
、
　
圭
要
（
君
職
以
下
省
賂
）

　
下
、
　
戦
略
（
武
敏
以
下
省
略
）

　
　
　
　
由
門
砺
弗
素
彊
伽
に
r
献
沢
ゆ
り
ろ
↓
山
遺
弧
鯛
的
田
心
畑
芯
爪
り
協
俊
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝
血
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折
q
學
研
究
　
　
第
百
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
山
ハ

以
て
輩
に
戦
術
の
み
を
激
ふ
る
一
般
兵
書
ご
全
然
趣
き
を
異
に
せ
る
を
見
る
こ
ε
が
出
來
る
で

あ
ら
う
。
（
こ
の
書
の
序
文
に
は
丙
申
秋
九
月
目
、
「
山
鹿
素
行
軒
」
ご
署
し
て
み
る
。
）
後
の
も
の
で

は
あ
る
が
、
明
良
洪
範
悲
±
、
（
國
書
刊
行
會
本
の
一
五
一
頁
）
に

　
山
鹿
某
ご
云
ふ
士
は
軍
學
諸
流
を
兼
罰
し
て
「
統
（
原
文
の
ま
、
）
を
逸
し
武
を
講
ず
る
駈
纒
學

　
よ
り
論
を
立
て
孫
子
呉
子
三
略
の
旨
を
今
日
の
和
法
に
用
ゐ
、
古
へ
の
軍
尋
者
な
ご
の
及
ぶ
所

　
　
ヒ
ト
、
“
O

　
ロ
ロ

　
ー
ゴ
ブ
移

ご
詐
し
て
み
る
の
は
實
に
そ
の
眞
相
を
穿
て
る
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

　
臼
記
万
治
元
年
九
月
の
條
に
寄
敷
全
書
清
書
成
ご
あ
る
。
士
道
論
こ
し
て
最
も
大
切
な
る
武

激
小
學
は
該
書
の
懇
頭
に
合
せ
て
刊
行
さ
れ
て
る
る
。

　
武
長
瀞
學
の
序
に
臼
ふ
○
「
山
鹿
先
生
武
激
之
垂
戒
其
澱
甚
明
也
．
於
先
生
之
門
欲
學
士
之
滋
者

必
以
此
斎
座
戒
」
「
士
食
震
田
面
鴬
民
之
長
而
其
形
其
行
其
知
略
正
則
天
子
賊
民
也
、
尤
可
汗
辱
之

至
也
」
ご
。
本
書
は
武
士
の
日
常
守
り
行
ふ
べ
き
道
徳
を
敷
ふ
る
も
の
で
、
凡
そ
男
子
た
る
も
の
、
李

生
心
得
居
る
べ
き
こ
ご
を
説
示
す
る
や
頗
る
懇
切
を
極
め
て
居
る
○
全
篇
凡
そ
十
章
、
夙
起
夜
履
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よ
う
子
孫
駿
戒
に
至
る
。
吉
田
松
陰
の
武
鑑
藤
里
は
武
将
全
書
の
講
義
ε
い
ふ
こ
ε
に
な
っ
て

み
る
が
、
其
の
實
は
右
ナ
章
を
主
こ
し
、
之
に
武
敷
全
書
の
序
段
を
加
へ
だ
も
の
、
講
義
で
あ
る
。

素
行
の
微
旨
を
最
も
よ
く
褒
亡
し
た
も
の
で
、
縦
横
劇
談
眞
に
痛
快
な
る
も
の
が
あ
る
。
小
學
を

味
ふ
止
め
の
み
な
ら
す
、
素
行
學
派
こ
し
て
の
松
陰
を
研
究
す
る
に
當
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
る

資
料
で
あ
る
。
文
武
爾
滋
の
論
は
馬
前
の
著
述
に
少
か
ら
ず
現
は
れ
來
つ
た
の
で
あ
る
が
今
は

純
然
だ
る
五
戒
書
こ
な
り
，
武
士
訓
こ
な
り
、
所
謂
「
士
商
道
」
を
説
い
て
殆
ざ
蝕
す
ご
こ
ろ
が
無
い
。

此
の
黙
に
於
て
余
程
の
塵
事
を
示
し
た
も
の
こ
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
武
激
講
録
に
本
書
の
序

丈
を
解
し
て
、

　
此
序
ノ
大
主
意
ヲ
戚
々
呑
込
給
へ
、
是
一
＝
プ
士
滋
モ
國
騰
屯
其
梗
概
ヲ
得
ベ
シ
、
先
ヅ
士
滋
ト
云

　
ハ
鉦
船
融
高
温
御
法
川
独
乱
調
狂
静
俘
ノ
偏
食
ニ
テ
濟
マ
ズ
、
記
報
喜
憂
口
早
浬
u
華
文
柔
ノ
偏
・
交
ニ
プ
モ
濟
マ
ズ
堕
呉

　
武
眞
交
ヲ
學
ゼ
身
ヲ
修
、
心
ヲ
正
フ
シ
テ
國
ヲ
治
メ
天
下
ヲ
季
ニ
ス
〃
コ
ト
是
士
道
祖
。

ご
説
き
、
更
に

　
其
士
道
國
膿
ハ
甚
切
要
ノ
事
ナ
レ
バ
幼
年
ノ
細
口
ソ
心
掛
サ
セ
工
夫
サ
ス
ヘ
キ
コ
ト
是
小
學

　
ノ
本
意
ニ
ク
詰
り
志
士
聴
入
ト
成
ル
様
ニ
ト
ノ
激
誠
ナ
ソ
、
是
上
扇
ノ
大
意
郎
チ
此
書
ノ
大
意

　
也
。

　
　
　
　
山
醗
慨
鳴
黙
押
君
U
四
ト
献
脚
画
り
ろ
∴
⊥
貼
罹
｝
弧
㈹
的
田
心
粗
心
の
ノ
取
城
漁
摺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
L
恥
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誓
學
研
究
第
百
二
瀧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
入

ビ
結
ん
で
み
る
，
配
所
凌
筆
を
熟
讃
し
て
戚
馨
し
（
註
）
そ
れ
に
よ
っ
て
中
朝
翌
翌
編
述
の
趣
意
を

知
っ
て
居
κ
眼
を
以
て
、
武
激
小
叩
を
讃
ん
だ
か
ら
罪
代
の
素
行
子
馬
膿
論
を
以
て
極
め
て
重
要

な
る
も
の
こ
認
め
、
本
書
を
以
て
素
行
の
士
道
を
鑑
し
て
居
る
ご
考
へ
た
も
の
ら
し
い
が
、
吾
人
は

本
書
の
偉
大
な
る
償
値
を
認
む
る
ご
共
に
今
後
猛
々
登
展
し
て
「
士
扁
よ
b
進
ん
で
「
大
丈
夫
ヒ
に
至
っ

た
こ
ご
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
融
　
冥
慮
講
錐
開
講
趣
意
に
曰
く
「
先
込
熊
鼠
ト
発
魎
ノ
観
所
蔵
華
チ
命
毛
ジ
タ
ル
ト
キ
ロ
香
ノ
焦
潤
ス
ル
痩
繰
返
シ
巷
返
シ
説
績
ケ
タ
ル
コ
｝

　
　
　
　
ナ
レ
バ
云
々
」
ミ
。

　
　
今
武
庫
小
奴
、
士
道
等
に
予
て
理
想
的
の
人
格
槻
念
ご
し
て
用
ゐ
ら
れ
π
る
士
及
び
大
丈
夫
の
概
算
を
示
せ
ば
次

　
　
　
の
如
く
で
あ
る
○

四四同同四三の署
入七　　四五年遽

書
　
　
名
　
　
　
　
　
　
士

二
丁
小
潮
魚
鱗
轟
）
　
三
六

士
滋
の
「
立
蚕
三
塁
繰
）
二
二

同
の
「
明
心
術
」
、
同
三
十
二
頁
）
　
六

同
の
残
部
へ
同
百
二
十
三
頁
〉
二
三

中
朝
事
實

大
丈
夫

　
一
（
註
を
加
へ
て
こ
）

　
｝
ご
（
殆
ご
一
ケ
所
〉

五
四
（
外
に
丈
夫
一
、
賎
丈
夫
こ

三
六
（
外
に
量
子
大
丈
夫
一
〇
眞
の
大
丈
夫
一
）

　
｝
（
外
に
丈
夫
こ

　
二
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以
上
の
統
計
は
決
し
て
精
確
な
も
の
で
は
な
い
が
大
略
は
こ
れ
に
依
っ
て
推
測
し
得
ら
る
㌧
で

あ
ら
う
。
　
同
居
董
問
、
中
朝
二
面
は
士
道
や
大
丈
夫
道
を
説
ビ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
さ
ま
で
問

題
こ
す
る
に
は
足
ら
な
い
。
士
蓮
の
「
立
本
」
に
士
の
多
い
の
は
士
遣
篇
の
序
論
で
あ
る
か
ら
で
、
士

道
の
残
り
の
部
分
に
、
士
の
鞘
々
多
い
の
は
．
士
の
滋
を
説
い
た
武
激
小
學
の
大
部
分
を
こ
の
中
に

包
含
し
て
み
る
爲
め
で
あ
る
Q
武
激
小
熊
に
於
て
士
三
十
六
に
封
ず
る
大
丈
夫
一
で
あ
っ
た
も

の
が
、
士
道
全
篇
に
於
て
は
士
五
十
一
に
封
ず
る
大
丈
夫
九
十
三
こ
な
り
君
子
大
丈
夫
、
眞
の
大
丈

夫
、
丈
夫
を
緊
緊
す
れ
ば
百
〇
五
の
多
き
に
上
る
。
特
に
士
道
二
三
最
も
光
彩
陸
離
だ
る
．
明
心
術
レ

に
於
て
は
士
六
に
豊
す
る
大
丈
夫
五
十
四
の
比
を
示
し
て
み
る
。
数
の
多
少
必
す
し
も
そ
の
精

榊
を
さ
な
が
ら
に
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
三
十
五
歳
に
於
て
主
ご
し
て
士
の
道
を
説
い
て
ゐ
泥

も
の
が
四
十
四
歳
に
至
っ
て
は
一
歩
を
進
め
て
「
士
の
道
に
志
し
て
其
志
す
駈
を
た
し
か
に
行
ひ

っ
こ
め
た
る
」
大
丈
夫
を
主
な
る
理
想
ご
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
で
あ

ら
う
。
而
し
て
こ
の
大
丈
夫
の
理
想
は
直
ち
に
女
婿
高
恒
に
土
物
さ
れ
て
、

　
士
も
亦
大
丈
夫
に
至
べ
き
を
樂
ご
も
大
願
こ
も
言
ゾ
之
な
り
、
大
丈
夫
ご
云
厳
爲
壬
の
大
本
に
て

　
寛
仁
大
度
の
器
也
ご
愛
に
心
を
付
て
小
事
手
業
に
か
、
わ
ら
す
衆
を
入
、
大
を
持
、
天
下
の
大
用

　
を
つ
ご
む
る
こ
も
厭
倦
す
る
こ
と
な
く
、
如
何
な
る
難
儀
大
節
の
事
た
り
ご
も
勤
か
ね
ま
じ
き

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
る
士
遺
論
的
恩
想
の
聚
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
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哲
學
研
究
　
第
百
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
を
云
な
り
。
（
武
事
提
要
、
武
教
之
問
答
）

こ
い
ひ
、
「
大
丈
夫
の
器
を
可
レ
考
た
め
」
に
「
天
草
任
鳥
蒼
海
三
管
魚
島
、
大
丈
夫
不
可
有
無
此
度
量
」
こ

い
ふ
素
行
子
愛
吟
の
古
語
（
註
）
を
引
用
し
て
み
る
が
如
き
其
の
密
接
な
る
影
響
を
明
白
に
物
語

る
も
の
で
あ
る
。

　
註
　
有
明
堂
丈
置
本
の
頭
詫
に
曰
く
「
艶
句
宵
今
詩
話
に
見
ゆ
一
定
Q

　
武
澱
全
書
，
「
古
今
兵
法
蓋
四
七
経
常
七
経
蓋
於
孫
子
」
ご
い
ふ
梅
國
頑
の
語
を
引
い
て
後
序
を

書
い
て
居
る
か
ら
、
こ
、
で
も
孫
子
を
租
蓮
し
た
こ
ご
が
沸
せ
ら
れ
る
。
　
而
し
て
兵
法
の
理
を
「
出

黒
鴨
端
野
一
書
」
こ
し
、
其
の
用
を
「
焔
管
犠
氏
之
制
法
逢
遽
べ
、
世
能
く
兵
法
を
以
て
職
用
の
術
ご
爲

す
こ
ご
を
知
っ
て
居
る
が
、
本
源
を
以
て
日
新
の
用
ご
爲
す
を
知
ら
す
、
其
の
温
く
る
者
詐
謀
を
貴

ぶ
を
以
て
其
の
蒔
く
る
者
實
學
無
し
ご
論
じ
更
に
「
崇
文
者
岩
沼
、
專
武
者
言
文
、
夫
文
武
者
不
容
有

所
偏
出
面
因
其
入
幕
子
心
有
先
後
而
己
、
於
文
垂
示
武
、
激
藩
論
以
文
，
是
王
者
之
黒
熊
也
、
」
を
以
て

武
敷
の
全
き
ご
こ
ろ
こ
し
て
み
る
Q

　
而
し
て
本
書
は
後
世
兵
法
家
に
依
っ
て
最
も
愛
護
さ
れ
研
究
さ
れ
た
る
山
鹿
流
兵
法
の
経
血
ハ

に
し
て
、
天
保
十
五
年
春
行
子
三
世
の
孫
、
由
鹿
高
補
は
、
之
を
印
刻
し
て
、
其
の
題
言
に
、
「
弟
子
相
競

買
寓
、
皆
皆
此
書
研
究
武
備
、
以
至
・
今
日
殆
二
百
年
」
ご
述
べ
て
を
り
、
儒
…
學
に
耳
漏
し
武
術
に
精
練
で
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あ
っ
た
ご
い
ふ
。
常
陸
の
須
賀
井
正
秀
は
天
保
五
年
武
道
便
蒙
録
五
心
を
著
は
し
て
素
行
の
兵
學

及
び
士
溢
論
を
採
り
、
特
に
本
書
を
引
用
し
て
み
る
。
叉
吉
田
松
陰
の
如
き
は
十
一
歳
之
を
藩
圭
忠

正
公
の
親
試
に
講
じ
て
よ
り
、
講
蓮
、
研
鎭
常
に
怠
ら
な
か
っ
た
。
　
二
十
歳
に
は
讃
痴
話
全
書
二
・
篇

を
も
の
し
二
十
叫
歳
に
は
九
州
に
遊
歴
し
て
「
下
戸
人
の
武
鍛
全
書
を
讃
む
は
劔
も
精
密
な
る
も

の
に
御
座
候
」
（
二
一
）
ご
歎
じ
、
二
十
二
歳
に
は
江
戸
に
遊
學
し
て
「
武
激
全
書
中
に
も
其
情
初
心
然
こ

し
て
得
心
行
き
不
申
出
事
も
有
之
候
得
共
誰
に
問
て
も
能
面
し
不
申
候
」
こ
て
豆
油
は
大
事
業
に

て
経
學
の
比
に
令
す
ご
い
ひ
「
方
寸
錯
働
如
何
そ
や
」
ご
歎
漉
し
て
み
る
、
（
註
二
）
其
の
後
も
或
は
「
武
激

全
書
は
何
分
縦
横
自
在
に
解
戸
口
」
こ
い
ふ
山
鹿
素
水
の
円
に
入
b
、
或
は
肥
後
の
宮
部
鼎
藏
ご
會

し
て
毛
利
藩
の
「
春
嵐
全
書
左
方
粗
漏
」
を
痛
言
す
る
等
，
松
陰
先
生
遺
著
合
し
て
二
面
中
塗
澱
全
書

の
文
字
を
心
見
す
る
こ
と
幾
十
ヶ
所
た
る
か
を
知
ら
な
い
。
か
う
し
た
経
典
の
窓
頭
に
上
述
の

如
き
武
敏
小
忌
の
掲
げ
ら
れ
て
み
る
こ
ご
は
、
現
行
陸
軍
の
各
操
典
の
懇
話
を
飾
る
に
綱
領
の
数

頁
を
以
て
す
る
に
比
し
て
遙
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
に
相
蓮
な
い
。
當
時
の
日
記
に
あ
ら

は
れ
た
る
主
な
る
士
道
論
關
係
の
資
料
は
大
立

　
寛
交
元
年
（
四
十
歳
）
八
月
三
十
H
、
讃
孔
明
後
出
師
表
八
月
九
日
、
到
土
屋
氏
但
州
亭
講
孫
子
虚
實
軍
形

　
・
冤
文
二
年
「
四
十
一
歳
）
壬
寅
年
五
月
十
五
日
、
幽
寛
武
経
壮
士
後
宮
、
山
嘉
月
二
十
七
湿
、
拙
澱
難
太
李
記
、
昨

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
ろ
士
遣
論
的
思
想
の
獲
逮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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哲
學
研
究
第
百
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二

　
墨
嚢
塗
所
借
興
・
．

　
寛
交
三
、
・
四
十
二
歳
V
正
月
十
七
日
、
松
浦
太
守
本
多
封
州
來
會
千
軍
船
木
形
、
二
十
八
段
，
讃
明
清
圏

’
記
，
レ
～
月
山
ハ
日
、
誹
讃
鱗
枳
武
経
綱
要
。

　
謎
　
　
一
、
二
、
家
兄
に
贈
る
書
腋
O

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）


